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Ｊ
Ｉ
Ｓ
化
の
動
き
は
、
国

際
標
準
化
機
構
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）

が
2
0
1
8
年
、
橋
梁
用
ケ

ー
ブ
ル
鋼
線
規
格
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ

1
9
2
0
3
」
を
制
定
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

じ
ん
性
の
尺
度
は
、
ケ
ー

ブ
ル
に
使
わ
れ
る
鋼
線
1
本

が
持
つ
粘
り
強
さ
（
変
形
性

能
）
を
、
線
を
ね
じ
っ
て
破

断
す
る
ま
で
の
回
数
で
担
保

す
る
。
こ
れ
ま
で
国
内
の
民

間
規
格
（
注
2
）
で
は
、
引

張
強
度
1
5
7
0
Ｍ
Ｐ
ａ
の

径
7
㎜
の
ケ
ー
ブ
ル
で
、
ね

じ
り
回
数
12
回
以
上
、
同
1

7
7
0
Ｍ
Ｐ
ａ
の
径
5
〜
6

㎜
で
14
回
以
上
と
規
定
し
、

実
橋
で
も
使
わ
れ
た
。

引
張
強
度
1
9
6
0
Ｍ
Ｐ

ａ
の
超
高
強
度
ケ
ー
ブ
ル
は

国
内
で
の
実
績
は
な
い
が
、

国
内
メ
ー
カ
ー
（
注
3
）
の

自
主
規
格
で
、
径
5
〜
6
㎜

で
14
回
、
径
7
㎜
で
12
回
と

定
め
て
い
た
。

し
か
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
が
制
定

し
た
規
格
は
、
受
渡
当
事
者

間
で
高
い
値
を
採
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
な
っ
て
い
る

も
の
の
、
引
張
強
度
1
9
6

0
Ｍ
Ｐ
ａ
で
ね
じ
り
回
数
が

径
5
㎜
で
8
回
、
同
7
㎜
で

6
回
と
、
国
内
の
自
主
規
格

よ
り
低
い
レ
ベ
ル
と
し
た
。

引
張
強
度
が
上
が
れ
ば
、
じ

ん
性
を
多
少
犠
牲
に
し
て
も

問
題
な
い
と
い
う
考
え
だ
。

こ
れ
に
対
し
、
国
内
の
橋

梁
用
ケ
ー
ブ
ル
鋼
線
メ
ー
カ

ー
が
所
属
す
る
線
材
製
品
協

会
（
東
京
都
中
央
区
、
会
長

＝
中
村
真
一
・
日
本
製
鉄
副

社
長
）は
、「
引
張
強
度
と
じ

ん
性
は
相
反
す
る
。
引
張
強

度
が
上
が
れ
ば
じ
ん
性
を
下

げ
て
も
良
い
、
と
い
う
こ
と

に
は
な
ら
な
い
」と
指
摘
し
、

超
高
強
度
ケ
ー
ブ
ル
の
安
全

性
に
懸
念
を
表
明
し
た
。

ま
た
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開

発
援
助
）
案
件
を
含
む
国
外

の
長
大
橋
建
設
事
業
で
、
Ｉ

Ｓ
Ｏ
規
格
を
ベ
ー
ス
と
す
る

仕
様
で
は
低
品
質
な
製
品
が

許
容
さ
れ
、
品
質
能
力
が
満

た
な
い
他
国
メ
ー
カ
ー
の
参

入
が
促
さ
れ
て
し
ま
う
。
国

内
メ
ー
カ
ー
が
国
外
企
業
と

競
合
し
た
場
合
、「
最
高
品

質
に
よ
る
国
の
規
格
が
あ
っ

た
方
が
説
得
力
が
あ
る
」
と

い
う
判
断
も
あ
り
、
同
協
会

が
原
案
作
成
団
体
と
な
り
、

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
を
整
備
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

同
協
会
が
事
務
局
と
な
っ

て
18
年
末
、
原
案
作
成
委
員

会
（
委
員
長
＝
木
原
諄
二
・

東
大
名
誉
教
授
）
が
発
足
。

昨
年
11
月
に
経
済
産
業
省
に

制
定
を
申
請
し
、
現
在
は
3

月
19
日
ま
で
意
見
受
付
を
公

告
中
で
、
順
調
に
い
け
ば
4

月
下
旬
に
も
制
定
の
運
び

だ
。「

Ｇ
3
5
7
1
」
の
使
用

材
料
で
あ
る
橋
梁（
り
ょ
う
）

用
線
材
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
も
今

年
2
月
、「
Ｇ
3
5
0
4
」

と
し
て
制
定
さ
れ
て
い
る
。

注
1

橋
梁
用
パ
ラ
レ
ル

ワ
イ
ヤ
ー
ケ
ー
ブ
ル
と
セ
ミ

パ
ラ
レ
ル
ワ
イ
ヤ
ー
ケ
ー
ブ

ル
と
し
て
使
わ
れ
る
「
平
行

線
ケ
ー
ブ
ル
用
高
強
度
亜
鉛

め
っ
き
鋼
線
及
び
亜
鉛
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
合
金
め
っ
き
鋼

線
」の
規
格
。パ
ラ
レ
ル
は
吊

橋
の
メ
イ
ン
ケ
ー
ブ
ル
（
径

5
〜
6
㎜
）、
セ
ミ
パ
ラ
レ

ル
は
斜
張
橋
ケ
ー
ブ
ル
・
吊

橋
ハ
ン
ガ
ー
ケ
ー
ブ
ル
（
径

7
㎜
）
な
ど
に
使
わ
れ
る
。

注
2

本
州
四
国
連
絡
高

速
道
路
会
社
と
日
本
鋼
構
造

協
会
の
2
規
格
。

注
3

現
在
は
、
神
鋼
鋼

線
工
業
（
兵
庫
県
尼
崎
市
、

河
瀬
昌
博
社
長
）、
東
京
製

綱
（
東
京
都
中
央
区
、
浅
野

正
也
社
長
）
の
2
社
。

大
成
建
設
（
東
京
都
新
宿

区
、
村
田
誉
之
社
長
）
は
、

建
設
用
3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で

作
っ
た
部
材
に
プ
レ
ス
ト
レ

ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
（
Ｐ

Ｃ
）
鋼
材
を

緊
張
材
と
し

て
挿
入
し
た

橋
を
製
作
し

た
。長

さ
6

ｍ
、幅
1
・

2
ｍ
、
高
さ

1
ｍ
の
人
道

橋
。
軽
く
て

強
い
の
が
特

徴
だ
。

建
設
用
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ

技
術
を
Ｐ
Ｃ
構
造
体
の
製
作

に
適
用
し
、
そ
の
強
度
を
確

認
し
た
の
は
国
内
初
と
い

う
。こ

の
建
設
用
3
Ｄ
プ
リ
ン

タ
ー
は
、
同
社
が
ア
ク
テ
ィ

オ
（
東
京
都
中
央
区
、
小
沼

直
人
社
長
）
な
ど
と
共
同
開

発
し
た
。

セ
メ
ン
ト
を
型
枠
な
し
で

積
層
し
、
曲
線
や
空
洞
の
あ

る
建
設
部
材
を
3
Ｄ
デ
ー
タ

か
ら
迅
速
か
つ
高
精
度
に
、

自
動
で
自
由
に
製
作
で
き

る
。

（
5
面
に
続
く
）

ケ
�
ブ
ル
用
鋼
線

初
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
制
定
へ

吊
橋
・
斜
張
橋
用

世
界
最
高
の
品
質

吊
橋
・
斜
張
橋
用
ケ
ー
ブ
ル
に
使
用
さ
れ
る
鋼
線
の
日
本
産
業
規
格
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ

Ｇ

3
5
7
1
」（
注
1
）
が
早
け
れ
ば
今
年
4
月
に
も
制
定
さ
れ
る
こ
と
が
、
橋
梁
通
信

社
の
取
材
で
分
か
っ
た
。
国
内
橋
梁
関
係
者
が
培
っ
て
き
た
技
術
水
準
を
国
の
規
格
に

位
置
付
け
る
も
の
で
、
吊
構
造
ケ
ー
ブ
ル
用
鋼
線
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
化
は
初
め
て
。
引
張
強
度

1
9
6
0
Ｍ
Ｐ
ａ
の
超
高
強
度
鋼
線
の
じ
ん
性
（
粘
り
強
さ
）
を
世
界
最
高
の
品
質
で

規
格
化
す
る
こ
と
に
な
り
、
国
際
的
な
競
争
力
の
強
化
に
つ
な
が
り
そ
う
だ
。

国
際
競
争
力
を
強
化

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
�
で
橋
を
製
作

国
内
初

大
成
建
設

3Ｄプリンターで製作した橋（大成建設提供）

橋
梁
の
新
設
・
保
全
工
事

で
使
う
シ
ス
テ
ム
吊
足
場

（
注
）
の
メ
ー
カ
ー
や
施
工

・
レ
ン
タ
ル
会
社
、
商
社
な

ど
45
社
が
、「
シ
ス
テ
ム
吊

り
棚
足
場
協
会
」
を
発
足
さ

せ
た
。
業
界
が
一
丸
と
な
っ

て
、
安
全
性
の
高
い
吊
足
場

の
普
及
を
目
指
す
取
り
組

み
。
東
京
で
こ
の
ほ
ど
開
い

た
設
立
総
会
で
、
会
長
に
足

場
施
工
・
林
工
業
（
千
葉
県

市
原
市
）
の
石
田
英
司
社
長

を
選
ん
だ
。

協
会
の
目
的
は
、
建
設
関

係
機
材
の
製
造
・
販
売
・
レ

ン
タ
ル
の
タ
カ
ミ
ヤ
（
東
京

都
中
央
区
、
髙
宮
一
雅
社

長
）
製
「
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｘ
」
と
「
Ｓ

Ｐ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
」、
日
本
製
鉄

グ
ル
ー
プ
の
建
材
総
合
メ
ー

カ
ー
・
日
鉄
建
材
（
同
千
代

田
区
、
中
川
智
章
社
長
）
製

「
ネ
オ
ベ
ス
パ
」
な
ど
を
指

定
製
品
と
し
、
そ
の
品
質
や

工
法
を
さ
ら
に
改
良
す
る
こ

と
で
、
工
事
の
安
全
と
合
理

化
、
現
場
環
境
の
改
善
に
寄

与
す
る
こ
と
な
ど
。

総
会
で
石
田
会
長
は
、
指

定
製
品
の
う
ち
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｘ
と

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
を
組
み
合
わ

せ
、
独
自
に
工
夫
し
た
自
社

の
施
工
事
例
を
紹
介
。「
安

全
・
効
率
性
の
向
上
に
向
け

て
施
工
側
の
意
見
を
述
べ
、

メ
ー
カ
ー
と
も
考
え
方
を
共

有
、
会
員
同
士
で
活
発
に
意

見
交
換
す
る
こ
と
で
、
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
重

要
」
と
述
べ
た
。

設
立
発
起
人
の
1
人
で
理

事
の
髙
宮
章
好
・
タ
カ
ミ
ヤ

副
社
長
は
、
高
速
道
路
橋
の

修
繕
な
ど
で
吊
足
場
の
需
要

が
今
後
10
年
、
毎
年
2
6
0

万
㎡
規
模
で
推
移
す
る
と
の

見
通
し
を
示
し
な
が
ら
も
、

「
吊
足
場
の
架
設
・
解
体
は

高
所
作
業
で
、
事
故
が
起
き

る
と
人
命
に
直
結
す
る
。
安

全
面
で
製
品
評
判
を
確
立
で

き
な
け
れ
ば
、
淘
汰
さ
れ

る
」
と
強
調
。「
製
品
評
判

を
高
め
る
た
め
に
は
、
職
方

集
団
の
存
在
が
不
可
欠
だ
。

盤
石
な
体
制
を
構
築
し
た

い
」
と
話
し
た
。

注

吊
り
棚
足
場
、
吊
り

足
場
な
ど
複
数
表
記
が
あ

る
。
橋
梁
通
信
は
固
有
名
詞

以
外
を
「
吊
足
場
」
と
表
記

す
る
。
（
関
連
記
事
5
面
）

足場は今

「システム吊り棚

足場協会」設立

焼
き
物
が
好
き

で
、
も
う
時
効
だ

と
は
思
う
が
、
昔

の
職
場
で
必
要
な

出
張
は
金
曜
に
設

け
、
土
日
は
近
く
の
窯
元
巡

り
と
い
う
悪
さ
を
し
た
も
の

だ
★
と
り
わ
け
備
前
の
土
色

の
風
合
い
に
魅
せ
ら
れ
、
レ

ン
ガ
の
煙
突
の
街
並
み
が
、

ふ
ら
り
入
っ
た
食
堂
の
シ
ャ

コ
の
味
と
と
も
に
懐
か
し

い
。
そ
の
備
前
焼
で
知
り
た

い
こ
と
が
あ
っ
て
市
の
Ｈ
Ｐ

を
開
い
た
ら
、
驚
い
た
。「
は

あ
」
と
驚
い
た
と
書
く
べ
き

か
★
橋
の
名
前
に
「
♡
」
が

付
い
て
い
る
。「
備
前
♡
日

生
大
橋
」
と
い
う
。
単
な
る

愛
称
か
と
思
っ
た
ら
、
国
土

地
理
院
の
地
図
に
も
そ
の
名

が
載
っ
て
い
る
★
橋
長
7
6

5
ｍ
で
、
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー

ズ
ド
形
式
を
含
む
Ｐ
Ｃ
6
径

間
連
続
箱
桁
橋
（
8
面
に
写

真
）。
2
0
1
5
年
に
開
通

す
る
前
、
市
民
か
ら
名
前
を

公
募
で
決
め
た
。
旧
日
生
町

は
備
前
市
と
合
併
し
た
の

で
、「
仲
良
く
」
の
願
い
が

込
め
ら
れ
た
★
橋
の
名
前
に

託
し
た
市
民
の
思
い
の
深
さ

を
感
じ
る
。
♡
の
読
み
方
は

自
由
と
い
う
。
こ
の
橋
で
3

月
15
日
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

開
か
れ
る
★
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
市
は

中
止
も
視
野
に
検
討
中
（
25

日
現
在
）。余
波
は
橋
に
も
。

日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ高

野
奈
津
子
さ
ん�
８
面
�
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